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 　第1の「告発」は，ポーランド司教協議会（司教会議，Konferencja Episukopatu Polski）と国
家記憶院 IPNが共同で設置した教会歴史委員会KKH（Kościelna Komisja Historyczna，活動期：
2006年10月18日～2007年6月27日）が，2007年1月2日，プウォツク司教区長スタニスワフ・ヴォ






ズノ大司教区長ヘンリク・ムシンスキー（Henryk Musyński）大司教 3） が「1985年～1989年にか
けて内務省安全局SBの協力者として登録されていただけでなく，SB当局者に幾度か情報を伝え
ていた」との国家記憶院の調査結果を報道したことに端を発している。こうした事態を受けて，










































































































































































































































































 7） これに関しては，Peter Raina,  Troska o internowanych: Interwencje Abp. Dabrowskiego u gen. Kiszczaka 1982 ―





















の有無を確認するよう求めた」と伝えた【ワルシャワ /ポーランド AFP】。 
 12） これに関しては，山田秀（2006年）「共同善と補完性原理―伝統的自然法論の立場から」，南山大学社会倫
理研究所編『社会と倫理』第20号，pp. 95～126を参照されたい。 
 13） ポーランド首座大司教ユーゼフ・グレンプ枢機卿が首座大司教職を辞した年齢は80歳であった。 
 参考文献・サイト
 Hołownia, Szymon (2007), “Gorzkie żale”,  Newsweek Polska , 2007/4/1. p. 26 
 Porter-Szűcs, Brain (2011),  Faith and Fatherland: Catholicism, Modernity and Poland , Oxford University Press. 
 Holy See（ローマ聖座）http://www.vatican.va/phome_en.htm 
 Konferencja Episkopatu Polski (ポーランド司教協議会 ) http://www.episkopat.pl/ 
 家本博一（2006）「ポーランド人教皇の在位された26年間」，ユーラシア研究所編『ロシア・ユーラシア経済調
査資料』通巻883号（2006年1月号），pp. 14～23。 
 家本博一（2013）「EU加盟10年を迎えるポーランドのローマ・カトリック教会―高位聖職者に係わる『告発』
に始まる一連の『見直し』論議―」，ユーラシア研究所編『ロシア・ユーラシア経済調査資料』通巻966号
（2013年2月号），pp. 19～30。 
